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1. はじめに 

大阪湾では，河川から流入する汚濁した河川水に

含まれ得る有機物や，内部生産により生成する有機

物が海底に長年堆積している．有機物は微生物等に

より分解され，無機態の窒素やリンとなり海水中に

溶出する．このような，底泥からの溶出については

韓ら 1）や入江ら 2）によって解析が進められてきた．

しかし，底質は空間的・季節的にも不均一であり，

いまだ未知な点が多く残されている．また，既往の

研究では，赤潮や貧酸素水塊の形成がみられる湾奥

部や河口部が中心であり，大阪湾西部における調査

例は少ない．本研究では，湾西部にも調査範囲を拡

大して底質調査を行い，1次元底質モデルを用いて溶

出速度を推定する． 

2. 調査および分析方法 

調査は 2012 年 5 月から 2013 年 1 月にかけて計 5

回，図-1 に示す調査地点において実施した．調査

地点は，淀川の影響を受ける河口域，閉鎖性が強

く貧酸素水塊が形成されやすい湾奥部，水深 20 m

等深線付近，底層水の貧酸素化が起こらない湾央

部，湾西部に着目し，それぞれの代表点で調査を

行い，それぞれ地点 S1，S2，S3，S4，S5とした．

また，S1，S2，S3の調査地点は韓ら 1）が実施した

底質調査の調査点 Sta.2，Sta.4，Sta.6 と一致するよ

うにした． 
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底質調査に用いた試料は現地で 0～2 cm，2～4 

cm，4～6 cm，6.5～8.5 cm，11.5～13.5 cm，15.5～

17.5 cmの 6層(一部 5層)に分取し，持ち帰った．

遠心分離を行い，採水・ろ過し，間隙水試料とし

た．分析項目は，アンモニア態窒素(NH4-N)，亜硝

酸態窒素(NO2-N)，硝酸態窒素(NO3-N)，リン酸態

リン(PO4-P)，二酸化ケイ素態ケイ素(SiO2-Si)，溶

存全窒素(DTN)，溶存全リン(DTP)，含水比，強熱

減量とした． 

3. 調査結果と考察 

 図-2 に各調査点における間隙水中の鉛直分布の一

例を示す．湾奥の S1，S2で濃度が大きく，湾西部の

S4，S5で濃度が小さい．これより，湾奥部では有機

物の堆積・分解量が多く，湾西部では季節によらず

少ないことが分かる．また，特にアンモニア態窒素

は，湾奥の S1，S2の表層において濃度が小さくなっ

ていることから，相応量のアンモニア態窒素が底泥

から直上水へ溶出しているものと考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. モデルによる数値計算 

(1) 計算条件 

本研究では，Wijsman ら 3），Fossingら 4）の研究

を基に， 入江ら (2010)によって構築された底泥中

の土粒子および間隙水中における各物質間の生物

化学的相互作用を考慮した鉛直 1 次元底質モデル

を用いた．モデルにおける底泥内の構造は鉛直方
図-1 調査領域および調査地点位置図 
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図-2 間隙水中 NH4-N 濃度分布(左:7月，右:1月) 
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向に層厚 1 cm×20層で分割し，全 20層・泥深 20 cm

までとした．底質の初期条件については底泥内の

各物質の濃度を 0 とし，境界条件において堆積フ

ラックスおよび直上水水質の値をそれぞれの地点

について決定することで良好な再現性を得られる

ようにした．モデルの各パラメータについては本

来，各適用水域において決定されるべきものもあ

るが，本研究ではマンガン濃度など，測定できて

いない項目も多いため，各パラメータは Wijsman

ら 3）を踏襲している．また，直上水の水温に季節

変化による変動を与えるため， 現地調査に基づき

1 年(365 日)を 1 周期とした sin 関数により仮定し

再現計算を行った． 

(2) 計算結果と考察 

底泥内における間隙水中の NH4-N と PO4-P の分

析および計算による鉛直分布の一例を，図-2に示す．

NH4-N の鉛直分布濃度やその傾向は年間を通じて

概ね良好な再現性が得られている．一方，PO4-P に

ついては，特に 5月から 10月の地点 S1，S2につい

ては良好な再現性が得られなかった．今回の再現計

算ではこのような，実際の海域で起こりうる土粒子

等への吸着などの現象が考慮されているものの，そ

の影響が小さく評価されており，土粒子からの吸着

および脱着をうまく再現できなかったことなど原因

として考えられる．NH4-N と PO4-P の溶出速度

(mg/m2/day) について，数値計算によって得られた

値を図-3に示す．韓ら 1）の調査では I-Nの溶出速度

が地点 Sta.2(本論文における地点 S1に相当，以下

同様)，Sta.5(S2)，Sta.8(S3)でそれぞれ 30.0，17.7，

13.2 mg/m2/day であり，I-P の溶出速度が地点

Sta.2(S1)，Sta.5(S2)，Sta.8(S3)でそれぞれ 5.7，2.8，

3.7 mg/m2/dayであった．同時期にあたる 10月の計

算結果と比較してみると，地点 S2については計算結

果の方が大きいが，地点 S1および S3においては近

い値が得られていることが分かる． 

5. まとめ 

本研究の底質調査結果から計算された溶出速度は

過去の研究による観測値とやや異なる結果となった．

これは，パラメータの設定や採泥器具・採泥方法の

違いによるものと考えられ，今後の追加調査により，

算出された溶出速度及びその差異についてより詳細

な検討を行う必要がある． 
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図-2 間隙水中のNH4-NおよびPO4-Pの鉛直分布
(点:観測値，線:計算値) 
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図-3 溶出速度計算結果(上:NH4-N，下:PO4-P) 
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